

































1986年12月 『キーツの詩』あぽろん社, Ｂ６版, 182頁
1991年10月 『魔法と妖精 イギリスロマン派の詩人達』あぽろん社,
Ｂ６版, 253頁





1975年12月 ｢『失楽園』を読む｣『英米文学手帖』８号, pp. 4348























1982年12月 ｢ロマン派の魔女 “Lamia” と “Christabel” を中心に｣『桃
山学院大学人文科学研究』18巻３号, pp. 2338







1989年７月 ｢欺きと仮面 Much Ado About Nothing｣『桃山学院大学人
文科学研究』第25巻１号 (桃山学院大学総合研究所）pp. 57
75







1995年５月 “The Medical Aspect of Keats,” Centre and Circumference





1995年７月 ｢John Keats 医師として詩人として｣『桃山学院大学人間
科学』第９号（桃山学院大学総合研究所）pp. 6180
1995年７月 “Translation of Keats’s Poetry in Japan,” KeatsShelley Journal
Vol. 44 pp. 147164












2001年３月 “Keats’s Use of Words in ‘The Eve of St. Agnes’”『文体論研
究』47号 pp. 108119
2001年 “Reception of Romanticism in Japan before World War II,” The
KeatsShelley Review No. 15, pp. 88106
2002年 “Reception of Romanticism in Japan after World War II,” The
KeatsShelley Review No. 16, pp. 94113
2003年 “Reception of Byron in Japan” Proceedings of the 28th Inter-
national Byron Conference 30 August4 September 2002, pp. 183
192
2007年12月 “The Relationship between Shelley and Keats”『飛翔する夢
と現実 21世紀シェリー論集』(英宝社）pp. 117134










1990年３月 藤田真治 (著) ｢キーツのオードの世界｣『英語青年』第135
巻12号＜1990年３月号＞pp. 609610
1997年７月 ｢Stephen Coote : 	
｣『英語青年』1997年７月
号, pp. 218219
Ⅴ. その他
〔学会発表〕
1990年４月 ｢キーツの詩の言葉｣（関西コールリッジ研究会第65回例会）
1991年11月 ｢キーツの『つれなき妖女』｣（成城大学セミナー）
1995年７月 ｢キーツと日本＜キーツ生誕200年記念シンポジウム＞｣（日
本比較文学会東京支部例会）
1996年10月 ｢キーツの魔法と妖精｣（第22回イギリス・ロマン派学会全国
大会）
1997年11月 ｢キーツの伝記について｣（関西ロマン派懇話会）
〔講演〕
2001年１月 [講演〕イギリス・ロマン派と日本の近代詩（堺市教育委員
会）
2005年12月 [日本シェリー研究センター特別講演〕｢シェリーとキーツ｣
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